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	あなたの応援が、 次の挑戦を支えています。
	隊員活動支援事例
	バヌアツの学校防災教育を支援

	バヌアツ

	隊員活動支援事例
	応援基金に感謝しています！
	　(1ページから続く)しかし、バヌアツでは訓練用水消火器を入手することが難しかったため、日本から調達する方法を検討し、応援基金への申請に至りました。 基金による支援を受け、訓練用水消火器2本と放水訓練用の的を組み合わせた「消火器セット」を購入・輸送。到着後はさっそく同僚へ使用方法を指導するとともに、学校で実施する防災教育に消火訓練を取り入れました。訓練に参加した小中学生や教員は、実際に消火器を操作しながら楽しんで学び、実践的な防災スキルを身につけています。 その後、干場さんは首都圏だけでなく、離島やへき地を含む40校以上を訪問し、消火訓練の普及に取り組みました。応援基金による支援は、防災教育の充実と地域の防災力向上に大きく貢献しています。
	ニカラグア
	ルワンダ
	水ろ過機設置で安全な水を提供
	新生児の命を守る支援
	安全な飲料水へのアクセスが改善 され、シングルマザーやその子どもたちに加え、経済的に困難な人々も 利用できるようになりました。 住民の健康と生活の質の向上に 大きく貢献しています。
	超低出生体重児モデル2体の寄贈により、医師・看護師の実践的な研修が可能となりました。新生児蘇生の技術向上が進み、より多くの小さな命を守る取り組みに貢献しています。

	寄附者インタビュー


	「会社としての利益を、 次世代と社会のために還元したい」
	　まだ創業4年目の小さな会社ではありますが、都内の大規模プロジェクトの建設現場で電気工事を請け負っています。そこで得た利益をまず社員に還元し、そのうえで地域や社会にも役立てたいとの思いから、JICA海外協力隊応援基金へ寄附しました。姉が海外協力隊員としてアフリカで活動した経験があり、現在もJICA関連機関に勤務していることから、私自身にとって安心感と信頼感のある寄附先です。そのため、託した寄附金を有効に活用していただけると考えました。寄附の原点は、幼い頃に行った赤い羽根共同募金です。当時から自然な気持ちで寄附に参加しており、その思いは今も変わっていません。これからも社会への感謝の気持ちを込めて、継続して寄附を続けていきたいと考えています。
	「感謝の集い」で表彰を受けた寄附者の皆様に、お話を伺いました
	　ゼネットは、創業以来CSRを経営の軸に据え、JICAとの連携を通じて、フィリピン等の大学に社員を派遣し、IT教育・技術支援に取り組んでまいりました。JICA海外協力隊や専門家派遣を通じて培われる経験は、人材育成と国際協力の大きな力です。JICAの皆様の活動に深く敬意を表し、今後も共に持続可能な未来づくりを応援してまいります。帰国隊員が任国への貢献として起業される際に寄附を活用頂けると幸いです。
	　JICA海外協力隊は60周年を越えて、累計で約100か国のべ6万人にも及ぶ日本と世界のかけ橋となってきた意義ある取り組みが綿綿とした系譜を続けてこられています。現地貢献をしたいけれども中々、難しい中でこうして日本に居ながらにして、応援ができ、またこうして現地での使い道の実際を伺って、本当に「寄附してよかった」と思いました。「頑張れ!」の想いを込めて、寄附を贈っていきたいと思います。

	中学生の“なんとかしたい” 思いが応援基金に
	応援基金への 寄附事例
	　「協力隊員の活動を応援したい」と長野県駒ケ根市の市立赤穂中学校の生徒たちが応援基金へ寄附を託しました。3年生の9人は「自立」をテーマにした探究学習の一環として、自分たちの手で畑を作るところから始め「福耳唐辛子」を栽培して、出来上がったものから「唐辛子味噌」に加工して、完成品を校内で販売しました。
	　得られた売り上げの使い道について自分たちで考え、自ら出した答えが「JICAの応援基金へ寄附すること」でした。「ぜひ自分たちで手渡したい」とみんなで地元にあるJICA駒ケ根へ赴き、寄附を託してくれました。
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	皆様から多くの志をお寄せいただきました。心より御礼申し上げます。
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	これからの日本社会にはJICA海外協力隊が必要です　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	みなさまのご寄附が協力隊の歩みを未来へつなぐ力となります
	JICA海外協力隊応援基金のミッション
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	遺贈寄附を検討されている方はJICAが提携している金融機関を通じて専門的なサポートを受けながら、安心して備えを進めていくことができます。
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